
講演者ご紹介 

実重重実（さねしげ・しげざね）氏 

 元農林水産省農村振興局長。階層生物学研究ラボ研究員。東京大学卒

業後、農林水産省に入省。微生物から植物、水生動物、哺乳類など幅広く

動植物に係わった。発生生物学者・団まりなに師事し、階層生物学研究ラ

ボに参加。１０代のとき、「フジツボの研究」で科学技術庁長官賞を受賞。 

 著書は日本経済新聞の書評などで紹介されたほか、著書の文章は、豊島岡学園女子中学

校（2021 年国語）、関西大学（2021 年社会人入試）、実践女子学園中学校（2022 年国語）、

同志社女子大学（2023 年国語）、東京海洋大学（2024 年小論文）、北星学園大学（2026 年

国語）の入試問題で採用された。 

 

〇著書等  

「脳と心はどこから来たか －主体的な認識の進化を探る航海へ」 （新曜社、2026 年） 

「猫はグルメ？猫舌って本当？動物の感覚の世界」 （共著、近代出版、2026 年） 

「細胞はどう身体をつくったか －発生と認識の階層進化」 （新曜社 2023 年） 

「感覚が生物を進化させた －探索の階層進化でみる生物史」 （新曜社 2021 年） 

「生物に世界はどう見えるか －感覚と意識の階層進化」 （新曜社 2019 年） 

「森羅万象の旅」 （地湧社 1996 年） 

「生命と地球の物語」 （雑誌「明日の食品産業」に 8 回連載。1994～1995 年） 

「もう一つの食料超大国フランス」 （家の光協会 1994 年） 

「ＥＣ食品産業の野望」 (日本貿易振興会 1993 年) 

 

○ 履歴 

昭和３１年（１９５６年）１０月２６日 島根県安来市生まれ 

昭和４６年（１９７１年）１月 「フジツボの研究」で科学技術庁長官賞 

昭和５０年（１９７５年）３月 松江北高校卒業（高２６期） 

昭和５４年（１９７９年）３月 東京大学法学部卒業 

昭和５４年（１９７９年）４月 農林水産省入省 

平成１２年 (２０００年) １０月 発生生物学者・団まりな（元大阪市立大学教授）に師事 

       階層生物学研究ラボ研究員 

平成２０年（２００８年）８月 九州農政局長 

平成２１年（２００１年）１月 大臣官房国際担当総括審議官（局長級） 

平成２３年（２０１１年）８月 農村振興局長 

平成２６年（２０１４年）１月 農林水産省退職 

平成２６年 (２０１４年) ６月 農林中央金庫監事 

平成３０年（２０１８年）８月 全国山村振興連盟常務理事兼事務局長（現職） 


